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　展観の美の着想はH本の王朝の物語絵巻と回遊式庭園かち得た。’前者には

物語性が走bており㌻後者には景観が流inf（iいるからであるC両者と裾小説

の構成時間の美学に相通ずるものがあるSt’一　『一　　一㌶　一；∴’｛’ヒ誤㍉・

　これまでに小説の構成時間を絵巻の展覧にたび7Cび喩えた。・・物語の筋

（Sttiry）を要約できてもそれを運ぶ構成時間は切り詰めたり圧縮したりすれ

ば画が歪んでしまう。その説明のさい日本の王朝絵巻が念頭にあった。㌃い

iなかでも信貴山縁起絵巻の出崎長者の干飛倉の巻」は時め美学め構想の格
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好の素材に映った。小説の構成時間の美学の説明原理が物語絵巻の流動的絵

画美瀦蹴灘酷硫砺㍊爵議倦「遠翻諺㍉、m
80cmの長さに及ぶ。

　こ0説g，物語の筋（story）、．は『宇治拾遺物語」の101「信濃の国の聖の事」

に詳しい。信貴山に住む命蓮上人の法力と長者の物惜しみがテーマとなって

いる。信貴山縁起絵巻はそれの絵巻化とされるが，単独の作品としても構成

上十分見応えのある逸品である。ここに残念なことに絵巻の写真図版（「信貴

山縁起」日本絵巻大成4，1977，中央公論社）とr宇治拾遺物語』（新潮日本古典集

成，1985）の説話を掲載することはできないが，筆者の意図するところは以

下のことで十分汲み取っていただけるもあと思う。”　㌦

　まず説話物語の筋はこうである。信貴山に住む名蓮上人は毎日，遥か下界

の長者に金色の鉢を飛ばして米を入れて貰⇔て布施を得ていた。ある日長者

の嫡者が縦鵜の中に置き忘耀を湖てしま・た6すると賭の米倉

が揺らぎ出し鉢力槍から転がり落ち，驚いたこと一に米倉が鉢の上に乗って舞

い上がり空中を移動した。長者の家は騒然となり長者の一行はそれをすぐさ

ま馬に乗って追いかけた。倉は河を越え野を越え命蓮上人が住むという信貴

山の方角に飛んで行った。長者一行は命蓮上人の住坊にたどり着き，返還交

渉し米俵だけ返して貰うことになった。金色の鉢に乗った俵を先頭に次々と

俵が遥かな山を越えて戻って来る。長考Q女たちが戻った俵を見て驚きほっ

とする。これが話の筋である。この巻には詞書の一文もないが，ほぼ『宇治

拾遺物語』の説話の筋の絵画化と見られる。・　　・　　　一　　・　tt．

　絵巻の方はどうか。画面構成は手が込んでいる。全体は米倉が舞い上がり

信貴山に飛んで行きi’れを長者一行が大河沿いに追いかける描景の前半と，

金色の鉢の上に乗づた米俵を先頭にぞくぞくと長者の家に舞い降りる描景の

後半からなる。’丁度中間に，長者が上人と返還の交渉をしている住房の場面

が配されて恥る。／・’：；．　’1：，・｝．．：『・三　J1．t・　1・一、J・一ゴ：・‘ジ・．IJ．’．，

・’1！絵巻は長々1と全部繰り広げられてた土で同時燈→覧障供する滝のではな
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い。．ト開巻してすこしずつ繰り広げて展覧するものである。物語の筋の進展を

場景の流れで芸術的に繰り延べるのが物語絵巻である。最初の場面から最後

の場面までの展覧にかなりの時間がかかる。そこに観者の把持や予期の時間

意識カミからむ。‘　　　　　　　一　　　　　・

　この絵巻のポイン・トは倉と俵の空中の移動であり，それが全体の構成の流

れをつく三る、。それにどう「構造的未知部分」を埋め込むかがこの絵巻の技巧

となっている6それによって絵画空間が時間を呼び込むのである。つまり一

枚の絵画と違って絵巻の線形的継起順序がもたらす「構造的未知部分」が戦’

略となる。観者の時間意識のポテンシャルを高め場景場景を流れの中に持ち

込むのである6俵の空中の移動と登場人物のそれへの視線方向が動線をつく

る。登場人物の視線が観者の視線でもある。　　　　　　・　　’一　　パ　ー．

　長者どもの視線は揺らぎ出した倉に向かう。金色の鉢に乗って空中を移動

する奇怪さに驚き，倉を長者の一行が追いかける。観者の視線も倉を追いか

ける一行や旅人の視線と同じで倉の移動方向に向かう。大河ぺりの旅人も倉

の移動に度肝を抜かれるδ倉が途中で見えなくなる。どこへ飛んで行くのか

明かされない。観者も一行同様その行方をきわめようとして次の場面を繰り

延べたくなる。それにそもそもこの倉が何の倉かが明かされていない。前半

の返還交渉後に初めて明かされる。長者の家から信貴山までの遠い距離感は

巻物の長さを巧みに使う。”、その使い方は絶妙である。大河の流れ，・秋の紅葉

の美しい野山，山霞を配しての距離感である。季節は米の収穫が終わった新

米の頃である。山の上の住坊に年老いたみすぼらしい上人が長者一行となに

やち交渉している場面が描き出されるがここには倉は描かれていないe”倉は

山霞をかけて返還の交渉場面ρ背後に出す。・これ力揃半である。　　∴一∵

　上人が米俵だけを返還するどいう椴になつて初めて倉から俵がそぐそぐと

出て来る。ここで初めて倉が米倉である志とが分かる☆同じ金色の鉢に乗っ

’て俵が群雀のように空を舞い上が泊場面鱒ら銚⑫動助ミ土人の法力であるこ

　とも分かるδ’前半の倉の移動は驚きを’つく言舗ジ後半透俵の移動ぱ土人の慈
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悲をづぐる。今度は観者には米俵が渥ごぺ行く，のがの疑問が湧く。ttただちに

明がさずに長閑癒秋の紅葉⑳野田巻移動する俵を仰ぎ見る山鹿を配して距離・

感がつく．られる。この距離感が観者にどこに俵が舞い戻るのかの想像め間を

与える。先頭の俵を小さく描きこれまた途中で見えなくしている6俵を描か

ないでおいていきなり今はない倉の跡に次々と飛来させ，鉢を先頭に飛んで

行く方向と到着方向を突如180度逆転さぜ長者の女たちを驚かす段取りで締

めている。観者は上人の法力とおおらかな慈悲に感服するといつたのが後半

である。　　　…　　　　　　　　　．　　　　　”t

　前半と後半の対比の妙がすばらしい。・舞い戻り方が同じ米倉でなく米俵で

あるところに変化の妙がある。それが全体の構成にめりはりをつける6米倉

の動き出すのを見る周囲の人の騒然とした驚きの切り出しの場面と最後の俵

が戻って来たときの長者の女たちの驚きと安堵の場面が好対照をなしてい

る6前半め背景と後半の背景も対比的である。前半の大河，野山，山霞と慌

ただじさ。後半のアップされた険しい山肌；・山鹿が仰ぎ見る長閑さ。

　テンポも見逃せない。倉と俵のスピーディーな移動。．前半は長者一行が馬

に乗って追いかける速さ。’後半はその一行が家に帰り着く前に既に俵が舞い

戻っている手早さ。舞い戻りに驚くのは家事担当の炊事女を含めた長者の女

たちである。男たちと女たちの対比も見逃せない。

　各場景が説話物語の筋（stofy）・の各場面の情景化と見るのではこの絵巻の

ダイナミズムを捉え損なう。また・storyゼ絵画化しているというのも単純

な言い分である’eそうではなくstoryを運ぶ構成時間を絵画的に情景化し

たと捉えなぐてはなるまい。その際観者の時間意識を常に配慮した流動的画

面構成にしている。これが構成時間の美，展観の美の秘訣である。紙芝居は

一枚三枚の画面構成でありそれをつなぐのが語り手の語りであるが，この絵

巻には詞書はない。その先はどうなるのかの時間意識をつくるのは長い絵巻

の展覧がもたちす・r構造的未知部銅．のダイナミッグな機序である℃1この

「飛倉の巻」はそれを巧みに活用している。もt違1うい：う意味を含めて絵巻
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が説話（9tofy）の絵画化であるというならそれでよい。ただ単に説話（story）

を絵画化しているというのでは，『storyを運ぶ構成時間のダイナミズムは損

なわれる。絵巻はこのダイナミズムを絵画化している点で，r宇治拾遺物語』

の飛倉の説話より遥かに構成力が勝る。その説話は長者の物惜しみにたいす

る命蓮上人の説教性が強くp’構成時間のめりはりに欠ける。

．このように絵巻は説話の．stOryの展叙を連続する絵画の流れでどう．巧み

に展覧するかに工夫が凝らされている。各場面の巧みな情景描写の妙，．．前半

と後半の対比の妙，描がれる時間⑳テンポ，「構造的未知部分」がもたらす

観者の時間意識，＿それらを芸術的に統合して展覧するのが絵巻である。

ここに展観の美学が成立するぺ．’；t　”］／　・．∴’．一・，・ズ・：・

　いま一つ展観の美の着想には桂離宮の回遊式庭園が犬きな刺激となった。

観者の歩行が流動美をもたらすからである。龍安寺の石庭は観者が只管打坐

して観想するにふさわしい。すべて一目で見渡せる静的な庭である。桂離宮

の広大な庭園は観者が順路を散策するにふさわしい。全体を一目で観望でき

ない。順路の散策につれて忽然と現出する隠れた庭がいくつかある。石庭が

一
枚の絵画なら，’回遊式庭園は一巻の絵巻である。回遊式庭園と物語絵巻と

には時間が通底じている。一・つは作品側に空間の時間化の機序があり．二つ

には観者の時間意識が介在する。回遊式庭園に構造的に組み込まれている小

道（順路）は物語絵巻の観覧方式に通じている。”観者の享受方式も絵巻と同

じく同順方式である。小道は観者を運び観者に視点の流動と遠近をもたら

し○静止景観を流動景観に変える。ここでも一「構造的未知部分土が働く。垣

根や塀や樹木や島が視界を遮りその場まで足を運ばないと見えてこない隠れ

た景観や庭がある。観者の時間意識をかきたてる仕組みと演出があるe／

　桂離宮の庭園は回遊式の極め付きの庭園である．。．．そこには初めから客く観

者）の喫茶と散策を前提縫しte構造が仕組ま：れている。、そご亭琶は視野と遠近

を変えるこどで生まれる飛さ塵庭風越膨鱈海あ澄麟それら⑳庭は全体の大

きな庭の分節的な小さな庭である。’小道が観者の視野と遠近を変えるのであ
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　　t、一　　．占ハ≡　・…　　’．・｝．＝叉．・　・しば

る“’iそ抗陰沿櫛で宏ぞゐに歩獄ば空間は時間化され空間構成の美は時間構成

の美になるだなにま⑳壊華美は空間的に形成されでいなければならないo漣

造物く門，『’院，亭，“楼，堂，軒，・垣根）も築山も池庭も小道も樹木も草苔も

石組も灯籠も手水鉢もそれとしてそれぞれ独自に造形的に変化に富んで美し

くなければならない。小道は単なる時間化の手段ではない。それは庭全体の

中に芸術的に配置ざれてそれ自体美的でなければならない。その芸術的配置

が回遊式庭園の展覧の決め手だ。，　　　　　　　　Tl・．・・／

　桂離宮の庭園は鳥敵的に見てもその複雑な空間構成はベルサイユ宮殿の庭

園の比ではない6池庭の形，大小め中島の微妙な高低差のある複雑な形態は

幾何学模様の比ではない。幾何学的な線形性は観者に予測を容易に与えてし

まう。それは不意の驚きをつくらない。回遊式庭園の高低差のある、くねくね

した小道は次に来る景観の予想を許さない。変化と驚きが待ち受けている。

西欧の庭は鳥瞼的な神の眼の見通し切ったそれであり，・日本のそれは歩く観

者の眼の高さの見通せないそれである。一観者の視点の動線が順路に内在化さ

れている。．’その順路は美術館のいわゆる観者の動きを規制ずる順路と根本的

に異なる。観者の視線のとどかない箇所が常にある。神の眼は歩く必要がな

いが，回遊式は歩くことに尽きる。視点と遠近の変化が景観を多様にする。

流動的景観の妙をつくる。一　　・，≡

順路は単に空間を時間化するための手段た尽きないそれとして芸が込んで

いる。それ自身が視覚の対象であり，・歩く生身の身体感覚をつくる。飛び石

の場合，づ歩調のリズムと不可分である。それは飛び跳ねていて方向を変え

る。単調なリ’ズムを消す6垣根に囲まれた細い道は歩行速度を速める。栗石

敷，延段，切石敷，土橋，石橋と視覚的形態も色彩も多彩である。踏み歩く

感覚も足音も微妙に変わる・また回遊路を屋外の小道だけに限るのは片手落

ちである1。」古書院，．中書院，楽器の間｛新書院の広縁の移動も道め仕掛であ

るポ・高めの傭敵性が生まれる。’当時は船が回遊したのでもつと動きは流動的

であ与淀α／・担ぼ∴鐸1”、口∴　　　　　・三ニー　．　一＿．，い、
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　ここで順路に沿らで歩いたときの景観の動的変化に注目しよう。小道は複

線的で好みに応じて多岐にわたるが松琴亭で茶を喫すると想定すれば，外腰

掛；松琴亭，賞花亭，古書院の順の右回りとなろう。

　一：一’応表門から御幸門，中門を抜けて月波楼の前まで歩いてみよう。ここに

は入苑までの演出がある、いきなり苑外から庭を見せないのが日本の庭であ

る。予測を許さない手立てが目立b。塀や垣根で仕切られる。苑外からだと

桂垣，穂垣が視線を止ある6表門まで砂利道である。表門から御幸閂までを

通って中問へ至る御幸道はいきなり直角に曲がりその上幅を狭める。’心理的

に長い距離感を出す仕掛である。左右に生け垣や樹木で囲い参道にしたて

る。歩行も速まる。砂利道から栗石敷道に変わる。御幸道の正面に中門を配

さずまた道を直角に折っている。行く手に住吉の松がある。L御幸門と中門の

屋根は同じだが門戸は前者が透き戸で先を予想させるが後者は遮蔽戸で内を

見せない。・中門の戸を開ければ御輿寄で景観は一変する6，’門前の敷き石と入

り口のそれの変化が絶妙である。いきなり四角い真の飛石だ。切石敷の道が

直線に走る。’杉苔のコントラストの妙に驚かされる。ここはこじんまりした

坪庭である。織部灯籠を左手にくぐbを抜け飛石を歩めば月波楼前の鎌形手

水鉢が控えている。坪庭の角形手水鉢と対照的である。t’対比の妙である。．月

波楼の「中の間」から初めて松琴亭が望める広々と開けた池庭を見ることが

できる。坪庭どの対比に驚かされる。古書院の月見台前の延段に立てば中島

が浮き立つ池庭の全体カミ望まれる。　　　　　　　　’　　1　1

　ここで戻って御幸道の中程から右手に折れて紅葉山の道を歩いて外腰掛の

順路をとろう。左手あ飛び石伝いに踏めば外腰掛にいたる。’秋の紅葉時に．は

蘇鉄山が紅葉山と対照的で緑が濃く南国風である。書院ぺの展望を閉ざす。

二重枡形手水鉢のある直線の延段が池側に伸び，1とめ石で行く手を遮る。．両

端に配された灯籠の形態の変化の妙ど対比の妙に打たれる云蜜ごぱ延段と灯

籠がつくる木漏れ日の露地庭である6舗外腰掛桓座灘漏場⑳露地庭の景観を

心行くまで楽しむことができる訂回遊式庭園商は暫；ぐ1立ぢ止ま6て観るいく
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　　．　．　　　t’t　　’．　．・’・至三．

ρかQ見せ場があるご二≡こぷはそのづ紗である。・散策の時間に限りがないのが

回遊式庭園だ冨纈，．蘂恕善バ▼t・］・・一／．、．・一∴・．

　左に折れ滝口の水音を聞きながら石橋の上に立bとばっ’と開けた海の庭が

目前に迫る。玉石を敷き詰めた州浜と天の橋立を見立てた石橋を手前にその

奥に松琴亭が漁村風にひっそ．りと立り。砂州の岬灯籠の点景がそう仕立て

る。’幅の絵だ。この景観は書院から望見できない隠れた庭である。・

　さらに浜道の飛び石伝いに進んで石橋を渡れば松琴亭の茶亭である。、ここ

から天の橋立を逆にみると海の庭は転じて静かな趣の石組みの池庭となる。

誠に不思議だ。裏に築山があり辺りをこんもりした薄暗い風情にする。当時

ここで茶を喫した。小道はある見せ場からある見せ場への空間的距離である

が，その間の時間が次への期待感をふくらませる。その典型的なものが賞花

亭への道である。．　∴

，飛び石伝いに蛍谷の虹形の土橋を渡ってこんもりした森の中の坂道を登

る。ここから石橋が土橋に変わるδこの橋の対比の妙も見事である。「開放的

な池べりかち小高い森への変化も無視できない。山奥に茶屋の風景が待って

いるδ離宮の庭全体が見渡せるのが∈の場所である。球形の手水鉢を右手に

して木タの間に古書院，中書院新書院の白障子と白壁の白さが目だって眼

下に見える。高さがスケールの大きな庭を作：り出す6、松琴亭から天の橋立て

を見る景観が→つの小さい池庭なら，賞花亭から見る景観は展望のきいたス

ケールの大きな池庭である。この大小の対比も絶妙である。当時船を浮かぺ

て回遊したから順路はさらに多様で高低の対比も大きい。賞花亭の前にある

球形の手水鉢は外腰掛の二重枡手水鉢と対照的な好；対である。飛び石を下

って土橋の上で園林堂からおりる土橋と反対側の小中島を結ぶ橋が望める。

さらに進めば古書院前に走っている二段折れ線の長い延段の上に出る。その

先端から見る雁行する新書院（御殿）の前の庭は池面とは違う広々、とした地

平を蕗つδ凋見台の横の沓脱石からあがって古書院の広縁に立つことができ

る。ポ亘の間」かち月見台を前にして見る池庭の障子の枠取り丁はカメラのフ
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・インダーに収聾よ江紗な麺の庭坤る・
　その他卍亭，円林堂，笑意軒などへの小道と見どころはいくつかあるが

我々の展観の美の説明にはこの散策で十分である。」

　垣根の変化の妙，小道の変化の妙，足音の変化の妙，灯籠の変化の妙，手

水鉢の変化の妙，橋の変化の妙，樹形の変化の妙，暗明の変化の妙，彩色の

変化の妙，建造物の変化の妙，．高低差の変化の妙，大小の庭の変化の妙’一

こうした変化の妙が空間的に適度に配置されている，それがそれぞれ違った

景観の妙を作り出す。小道はその妙を作ると同時に，ある景観とある景観を

結ぶ動線である。建造物間には常に適度の距離がおかれている。．それは山場

への時間の遠近であるs　　・　三：3・；IL

　観者にとうてはこれまで観菜きた庭と今観ている庭の対比は把持機能によ

る6つまり，／t過去と現在とが対比され，こそこに景観の流動が生まれ，・次の観

るものへの期待が生まれ，歩をのばすことになる・。．小道を進むとき予持され

予想される庭もあるがそれを全然許さない，予想をくつがえす庭もある。御

輿寄の坪庭や離宮全体の望観が飛び込んでくるときは驚きだ。手水鉢や灯籠

の変化がつづけば観者は次の変化を期待するものである。高いところへ登る

ことは展望への期待が生まれる。回遊式であればこそこうした観者の時間意

識の綾を庭の中に織り込むことができるのである。・㍉　∵．一一

　時間的に重要な色々な質が複雑に絡み合って独特の時間価値質をつくり，

後者のいくつかが組み立てられて時間価値となり展相を彩る。それが観者の

把持と予持とにかかわり，個々の景観に尽きない流れの景観美が生まれる。

これが展観の美である。’回遊式庭園は単∵の庭ではなく，分節したいくつか

の庭の流動的複合的庭園である。それは個々の小さな庭のモザイク的寄せ集

めでなく，個々の庭を和音に時間を縦軸にした流れの庭である。そこに個々

の静止的庭の美学に尽きない流れの美学が生まれる這・一い寿っかの微妙に違っ

た庭がめりはりの・？いた流⑳的構成美嵩構成汝るふ観者は庭ではなく時間の

庭を鑑賞するのである。これが展観の美である宕二・　一
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」 ㍗三

．1．

ぷ1，，1盟蝉解郷鯵恒ニー　。

　信貴山縁起絵巻でも桂離宮の庭園でも個浸の点景がまず美しくなければな

らない。L加えて流れる場景が美しくなければならない。1その流れが物語性に

よるか観者の歩行によるかの違いはあれ主眼は流れる景観美である。ひとま

ず流れる景観美はともかくとして小説の景観美はどうであろうか。小説のそ

れと絵巻や庭園のそれとの違いを指摘しておく必要があろう。’

　小説に語音，語義，文意だけあって情景がないとするのは当たらないごロ

マン・インガルデンが文学作品を語音，意味連関，描かれた対象，図式的情

景の4層と文の継起順序を作品の築層構造とし，とりわけ情景くAn’sichten）

の層を重視し最上層部に据えている。これは現象学的美学の特徴である。事

実痴読者はある風景1／，ある対象の形象や風貌や情景を全然想い描かないで読

書していることはないよ数学や論理学め抽象的論文を手にしでいるわけでは

ない。観念小説といえども日常的自然言語で書かれていて，1なにがじかめ情

景が描かれている。さもないと小説は現実を装うことができなくなる。Uか

し常時情景が絵巻や庭園のように連続しているわけでもないし，読者も常に

情景を想い描いているわけでもない。

　日常言語は対象や場面を眼で見，・耳で聞き，・肌で感じるかめよう・に知覚的

に描き出すことができるd風景や心象もである二じかし外的知覚のようにニ

ュアンスをコトバは描き出せないξ咽式的である。ショーシャ夫人の「細く

切れた目」、「キルギス人の目」「嘆れ声」；パンス・カストルプの「眠そうな貴

族的な若々しい顔」はその細部はともかくとして想像はできる。ハシス・カ

ストルプが謝肉祭の日にフランス語で恋を告白する場面の雰囲気も彷彿でき

る。　　　　　　：　　　　　　tt　　　　　　　　l．

　しかし，・ある登場人物の場面なり彼らの風貌なり容貌なりを外的知覚像の

ようにありあり必見淀いるわけ惑はない6滅ンズ・痴ろトルプの「眠そうな

若々しい顔」といってもその目つきノロ元戸鼻め形，皮膚の色等はヨトバと
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　　　　　　　　　　　　　時の病一「魔の山』一時の美（皿・完）（武井）

して描かれていなC㌔・それはイ1シ豹レデンのいう「無規定箇所」である。読

者がしかるべぐ想像で補うしかない。細部のニュアソスは百万言尽くしても

外的知覚のように描き出せないめである6それでも情景叙法は情景を描き出

す機能を果たすことに長けている。もし思弁叙法の使用のみに限られたら砂

を噛むような味気な、い殺風景な論文となろう。’それによっても時のテーマを

論述できようが，物語ることはできない。一

　語り手は∵「「時間を物語る」ことができるというのはプ少し言いすぎかも

しれないが，持間について物語ろうというのは，最初にそう思われたほど不

条理なことではないことは明らかであるゐ」（576）と語る。同時代のベルグ

ソソは純粋持続を，フッサー・ルは時間の内的意識を哲学的に論じだ。トーマ

ス・マソは時間を小説の形式で物語ろうとした。ハンス・カストルプがヨーア

ヒムに向かってこう述べる。「我々は空間を感覚器官で，すなわち視覚と触

覚とで捉える。それはいい。しかしながら，どの器官がいったい時間を捉え

るのがδお教え願いたい。」（80，1・1願の冴え」）しかり，人間にぱ時間を感

知する感覚器官がない。だからよけい時間は思弁的叙法の対象となりがち

だ。’しかし．『魔の山』は哲学論文ではない，「時間について物語ろう」とい

う小説である。，そのため情景叙法を駆使して特にハンス・カストルプの時間

感覚の鈍磨化過程を叙景する。その際色々な対比，比喩，寓喩の芸術的技巧

が凝らされる。ま．te既に指摘したように海の叙景で読者の想像体験に訴える

場合もある。そして彼の時間感覚の鈍磨化過程は構成上，時間の遠近短縮法

でなされている。’，，t　　”／　　　　　　　　・　　‘　　1　’1‘

　他方コトバは抽象的事柄，．理詰めの理論を観念的に概念的に論述できる。

思弁叙法がその機能を果たすジ語り手が時間や，「死の天才的原理」川ご解説を

ほどこすとき効果的である。思弁叙法をどの程度どこで用いるか，どの程度

情景叙法とかき混ぜるかによって文体の旗ズ冷が生まれる。tt

．絵巻の場景や庭園の景観のよう・に小説怪情景，㊧嘱の牽獲埋め，られていな

じ・訂それに描かれている対象め情景は庭園の景観の滋う聡連続性がなく，文
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の離散性によが壬不連続で，，，語り手や登場人物の視点転換によbていきなり

場景が変おる♂また錯時叙法によるなら幼年時代の祖父の死の情景が蘇り，”

夢叙法によるならヒ；yぺから鉛筆を借りる場景が時間を飛び越えて現出し，’

回想叙法によるなら舟遊びの黄昏の光景が忽然と浮きでる。そうした叙景の

さなかにもいきなり思弁的な文を挟むこともできる。文連関は複雑な入れ子

構造を得意としている。語り手が思弁叙法で読者に思弁を強要する箇所も随

分ある。文明文化のテーマについてのナフタとセテムプリti　・Sの熾烈な議論

がそれだ。その点で『魔の山』、は叙情の文学ではない。

　しかし『魔の山』には時間の情景化についての並々ならぬ芸術的技巧があ

る。個々の麗しい，長閑な美しい時間の情景がいくつかある。，

　それはおおかた（ユメ）の中に出てぐる6まず41「雪」の幻覚夢を見よ

う。この幻覚夢には既に指摘したよう二に映像的な場景とコrh　Sの場面の2，種

類の夢がある。．前者の場景は情景叙法でなされている。・故郷の快活な美しい

生き生きした光景と南国の麗しい海の風景の時間の叙景だ。・それは神殿の内

陣で幼児を食らう魔女のおぞましい叙景と対比されている。

　「彼の眼下，彼が待んでいるらしいバルコニーの下は公園になっていた，

　一広々として，溢れるばかりの緑の闊葉樹の公園で，楡，プラタナス，J

　撫楓，白樺などが，豊満な，新鮮な，微光を放つ葉の飾りの色調にかす

　かな陰影を見せ，梢になごやかな葉ずれの音をたてていた。甘味な，’湿つ

　た，樹々の放つ芳香に充たされた微風がそよいでいた。温かい際雨がさっ

　と通り過ぎたが，雨には光が充ちていた。空高くまで，大気が光沢を放つ

せせらぎに充たされているのが見えた。実に美しい。ああ，故郷の息吹

　き，低地の芳香と生命の充溢，久しく味わわずにいたもの。空は鳥の声で

　いっ．ばいだうた。（中略）．……きらめく雨のヴェールが落ちて，海が現われ

　てきた。一海，それは南国の海だった。銀色の光にきらめく深いふかい

紺碧の海，ir’・すばらしく美しい入江チ片側は鶴が垂れこめ熔開けジ別の側は

　いよいよ青がすむ山並に遠ぐとりまかれ，澗に配された島々には，綜欄が
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；そびえていたり，・1：M’杉の林かち小さな白い家が輝いていたりした。ああ，

1 ああ，一もう十分だ；一本当に過分なことだ。何という光の浄福，深い空の清

　例，日に輝くさわやかな海の至福。」（517－518，41「雪」）

　これは確かに光景的にも美しい浄福な時間である。そしてこれは山の上の

神殿の内陣で魔女が幼児を食らうおぞましい次の光景と対比される。

　「年老いた醜い女がふだり，・半裸で，髪をふり乱し，垂れ下がった魔女の

　乳房と，指の長さほどもある乳首を見せ，奥でゆらめき燃える火皿の光に

　照らされて，世にもおぞましい所業に耽っていた。一つの大皿の上で彼女

　たちは幼児を引き裂き，恐ろしくも平然として両手で引きちぎって，一

　ハンス・カストルプには血まみれになった柔らかいプロソドの髪が見えた，

　一その肉片を貧り食い，t／もろい骨が彼女たちのロの中でぼりぼりと音を

　たてて砕け5血が醜い唇から滴った。凍てつくよう液恐怖がハソス・カス

　トルプを呪縛した。」（522）

　これは自分の子を食らうサト．ウルヌスの場景であるbギリシャ神話のクロ

ノスは「時」の神である。・・ロー漂神話の自分の子を食らうサトゥルヌスはク

ロノスと同一視されてきた。「時」はすべての始まりのあるものに結末をつ

けるために自分の子を食らうとされた。それは生あるものを滅ぼす。老が幼

を，，死が生を食らう。これは山の上の死の時間が低地の海の生の時間を食ら

う構図の寓意の情景化である。誕生生成と老化死滅が時間の掟である。生の

時間が真に生の時間になるには死の時間を経なければならないというのが，

ハンス・カストルプが魂の錬金術で悟った「死の天才的原理」であるb’

　〈「生へ赴く道は二つある，一つは普通の，真っ直ぐな，真面目な道，も

　う＿つ｝ま厄介な，よくない道；死を越えていく道で，これが天才的な道な

　“んだ」〉て639，46．「〆ネール？ペーペルコルン（続き）」）二　　　　’，F　．1．，，

　これは思弁的叙法に漠る叙述でありが非情景的蚕あるこビ語り手はさらに情

景叙法でそれの叙景化に擁め嶽産該羨勢≦遊帳⑳歌曲葦階提樹』㌃にそれを求

めるピ生を歌っているはずの三『菩提樹』一の．不背後にやばり死が潜んでじ喝」
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（704），それはミ・「生命の果実であるカミ，一死かち生1じi．、死をはら，んでいる」rと

魂め錬金術で蘂シス・「かストルプは悟る。、‘老の．1陸提樹』『をPずさみながら

敵陣に進む雄姿の叙景一それこそ「死の天才的原理」の情景化である。

　「何としたことだ，彼は歌を歌っている。凍てついたような，頭の痺れる

　ような興奮のさなかに，それとは気づかずに荘然と口ずさむように，彼は

・切れぎれの息遣いをしながら，低い声麺丁菩提樹』，を歌づ羅いる61F・

　　　　　幹には刻りぬ　　　　　　　乏∴宙　、i－・・iL－　　／t一三　　’一　　三，【1

　　　　美し言葉≡・「ill　L　　’r　1：　；ジ　ご・，一こ1∴≡、・一・：∵、

　　　　　　　　　　　・ぶ・：：．二て，二亡いε：tt”1、．J　：L”’t，　　’『　・

　　彼は倒れた。いや，身を伏せ港のだ6弛獄の弾丸が，、巨犬な爆裂弾が，

　不気味な円錐形の塊が，悪魔の敦うな働：声を養て涯がら飛んできたがら

　だ。」「（775，52「露震」）　　　　　　　　’t’　．　F：㌘工1，下9：ジ1一こ≒：’『tt

　個々の対象，場景が常に直観的に美しくなけれぼならな心屯とは司・説とて

絵巻や庭園と同じである。しかしプロ・セスの美はそれらの個々の対象や場景

の美に尽きない。’．1各場景の対比が美を生み出す。生々しい生と血したたる死

の情景の対比は見事である6「雪」の幻覚夢でいうなら情景の夢とコトバの

夢の対比美である。・それは情景叙法と思弁的叙法の果たす妙なる業であるt。

作品全体の進行を大きく見るなら理性の人物群と情の人物群の対比もそれで

あり’（図4参照のこと），第一部の山岳的な時間の流れと第二部の高原的なそ

れとの構造的対比（図8参照のこと）もそれであるcこうした対比の妙が構成

時間の綾の美をつぐり）’展叙の旋律的鮮やかさど見事さを生む。疏れの妙を

生む。「見事∫とは「美事」のことに外なちない。見るに堪える事が見事で

あり，見るに堪える事が美しさである。見えることがらが個々の空間的情景

美でなく，プロセス像，位相の推移形態の美，繰り延べられる相の美，展相

の美カミ観の対象ピなる這：，展観の美とは情景叙法で描かれだ個々の対象や場景

の情景美愉まな《流れの美である宕小説でτ展観の美」を文学的に基礎づけ

　148　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－270　：一



　　　　　　　　　　　　　時の病一「魔の山』一時の美（珊・完）（武井）

るのは展叙法である。一既にライトモチーフ叙法と対位叙法め展叙に占める重

要性，keil　sいては再三述べた。・・’、　’　ピ・□

　読者の時間意識抜きでは時間的美的対象は論じられないδまた構成時間は

それ抜きで芸術的に構成されえない。信貴山縁起絵巻の，「飛倉の巻」（12世

紀後半〉と桂離宮の回遊式庭園（・17世紀初頭〉の構成時間は現代物語論の前身

といえる。構成時間に観諸の時間意識を組み込んだ動的構造美学であるから

だ。それらは享受美学の原型といえる。既に世阿弥の『風姿花伝』（15世紀

初頭）の演技論にも観者の立場が考慮された序破急が論じられている㌔　・、

　時間価値を構成する色々な時間質の体系は文学だけに限るものではないが

文学がζの体系抜きで検討はできないジそれは作品側にも読者側にも働いて

いて両者の相互相入が展観の美学に深ぐかかわるからであるご既に示してお

いたよう’le語り手の語りの原点ど読者め読書の原点は向き合つて結末へと移

動するが，両者の時間意識は全く別個でなく．もちつ・もたれつの相互相入関係

にあり，語り手の構成戦略は読書論と不可分である。語り手と読者を内包す

る「語りの場」：は「読書め魔境」樹立め前提である6・読者の現在の時間意識

のポテシシ丁初レをどう高揚二させるかは色k．　．’lt時間質の選択と組立にがかわ

る。筆者がこれまで単に「構成comp（担ition」といわずに極力「構成時間

temporal　composition」の用語を用いているのは語り手と読者の時間意識

が構成にかかわることを重視してのことである。物語の筋（st時メを運ぶ構

成時間の織物には語り手と読者の時間意識の織り糸が織り込まれでいなけれ

ばならない。物語の展叙の機序はこれ抜きでは考察でぎない。

　展叙には自ずから展相があり時間価値がつきまとう、6文学のジャンルと時

間価値は微妙な関係にある雛叙情的Pマy，　，，散文的観念小説，’冒険小説，推

理小説，SF等に同じ時間質，例えばテソポが同じように機能しているわけ

ではない6文学作品のジャンルに然るべき時間価値が適合じなV総‘とには作

品の美的価値は高まらない。／t筆者は時間質罐‘魔の山』鍵⑳具体的な実質に即

しで考察したつもりである。それは作品側の構造庭客観的庭備わるもので読
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者の主観的な時間感覚に還元できない。読者の時間意識は作品の虚構時間に

かかわるだけに複雑な様相を呈する。読書中における把持と予持，ノ記憶と期

待感は読書行為を極めて時間的なものに仕立でるδ時間にたいする美意識が

あり，それ抜きで構成時間の美は美たりえなし・。

　時間価値と美的価値のポリフォニーを述べるにあだらて，分かりをよくす

るためにインガルデソが提唱した美的価値質，，美的価値にづいてまず触れて

1お1こ・う。　　　　　1：1こい　　・一‘　　　　「　　’　　・　　　　　　’，　　1　’　〉　　．

　インガルデンのこれ‘につい玉の見解は『文芸作品論』一（1931）’it・・『体験，作

品，価値』・（1966）に披渥されている。．文学作品は四つの層（語音層，・意味単

位層，描かれた対象層，図式的情景層）1と文の継起順序との築層構造体であ

り，各層と継起順序がそれぞれ固有の芸術的蒙よび美的価値質をもち，・それ

に形而上的質が加わり，それらの価値質のボ・Lリ・フォ・二，・一　h’ミ作品くW）の芸

術的価値と美的価値を形成する。読者が作品の再現とゼて樹立構成する志向

的美的対象（W’）に美的価値が備わる。　　：．．：．誤’』パ’L“；

・インガルデンが『体験，．作品1・価値』で美的価値質として提示むたものは

芸術作品＋般（空間作品㌧時間作品）に共通するデ般的な美的価値質と美的

価値である。　t－　　　・　　　tL，…后．f・・　；．”1・’［；fi，　i・　　’　、∵tti

　／．　，．｝1’－　tt　　’・　J1’ば一ど　1’　1・【11←・1’it’．・∵・．・’　、，　・’：1

　美的価値質：Lt・t’　”t　　’㌃．；．’　：　？・　’1　t1’　ジミ．…　　1：’／’、；’鷲辻

、1）・質料的契機　　’　　　≒三ぶゾバ　ー『　　　　三　1／・・／・　1’1；　”く　tr㌻

　　a）　情緒的契機一感動的；・叙情的，悲しいジ哀調的，・絶望的パ劇的

　　　な；ぞっとする，恐るしい〆すさまじい，ご，恐怖的s：”　ue劇的≒≒喜ばし

　　t、tいJ、’　t晴れ晴れしhg，”幸せな；快的なC好違な，．不快なジ嫌な，・’至福

　　　の，痛ま七い；悲しい，厳粛な，崇高な，尊大な，尊厳的・…・・

　　b）知的契機一理知的，機知的，怜痢な，機転のきいた，：頭の切れる

lt3、1ベテデ懐んやりしたジ愚鈍な，，1：：鈍感なiξ平凡な；i浅ましい㌶，軽薄な・三・…

ミ『 予C）え素材的契機≡色や音の感覚質一濃い色，淡い色金属音，：銀べ
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’L／ 　　ルの音，ガラ墨・音音色て声の）…・、・

2）　形相的契機一一．

　a）純対象的契機：シソメ”Fリー，均斉のとれていない，不均衡，コソ

　　・パクトな，密な，内容に欠ける，ばらばらな；簡潔な，拡散的うおお

　　　まかな；統一的，統一性のない，多様な，単一な，単調な；豊かな，

　　　貧弱な，薄い，’不足な，わずかな；細い，不格好なぷ重厚な，ほっそ

　　・りじだ，ずん蚕かした，汰った，濃厚な，、簡素な，・調和的；・不調和的

」，・≡・ 　　t＝’ノL；：：’“ジ　　、　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　・

　b＞か派生的契機，観者に対して：分かりがよい，分かり’にくい，もつれ

　　　た，こんがちがった；明白な，不透明な，曇った，暗い；すっきりし

　　　た，明示的はっきりしない，釣合のとれない，不安定なピ平静なご；、不

　　　均衡な，均衡のとれた；張りつめた，力動的な云ダ’イナミズムのな

　’・い，静的な；規則的，’不規則的，秩序的．無秩序的，カオスの……

　・3）　質の優劣の変容　　　　・　　　　　ll　　　　　　　　　　　”

　　高貴な，洗練された，エレガソ・IFなξエレガソトでない，月並み鶴平

　凡な，粗野鶴粗雑な，繊細な，精妙抵練れたダ簡素な，デリケート

　な，繊細さに欠ける；野蛮な，鋭利なジ純粋な，汚い：すばらしい，適切

　な：；完成した，完成度のない……

　4）　質の現われ方

　　中庸な，鋭い，硬い，大声で，騒々しく1・，　．生々しい，柔らかく，濃厚

　に，薄い，ざしさわりのある，でしゃばらない，離散的……・

　5）新奇さの変容≡．・・：i：！．　－JIJ’

　　新しい，古い，新鮮な元オリジナルな，創意性のない，一流行の，・最近

　のt’使い古した，例外的言並外丸た，”／古めかしいプー平凡な・”“・・三一こr’

　6）　自然性の変容　　　ジ’・∴ll心轟之己1’；ニピ苛・・　’／　：『，・：　’il：二’r’・1－一

　　一自然な，単純な，・人工的ピ強制的，ノ誇張追売茜感化的宕観念化した……

　7）真実性の変容　　　・　　　・”：’∵℃涼こ．一心　　吉→・；・・’　i　　　　－一
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　t：　’＝i　t’　”，，’1｛窪・t・て三き　一㍉　tt拶　　　ik，・が

　　真の，一まがい奉のでない，本物の‘本物でない幻真実の，偽りの，偽物

　の，∫，いんち一きの：……　　　　　　　　　　　　　　　∵　元：｝三：：麟：：・丁一ゴ

　8）’現実性の変容　　一　　　　　一’‘　　．　　．，・”J、

　　現実的輌，リアルな，リアルでない）見かけの，ごま1かしの，作り話の

一・ 9）観者への働き方　・　　　　1∴⊃・

　、刺激的，．興奮的，撹乱的，、L温和な）平穏な，穏やかな，力強い，力弱

　い，惰性的，心に訴える，一ショックをあたえる，インパクトな～’警告的，

　無関心的，印象を与える，無感動な…・’一・’一｛∵ぷ；・・i‘1設1，こ：、バ　・；

　美的1価・値，：．　tt／t　　’i　　tt　　　1・．・1’，・…」　㌻　　∴．’連　’t「．

a）．素敵なピ綺麗なら美しい．∵・，一・已託ゴ・・㌶；’○＿ぷ仁4、．

　b）　醜い，ttきたな二v㍉撒忌まわしい，み｝ら浅もな｛い緩瑳、：二1ご・　．、t・一］

　c）　チャ．’一’．ムな，優美な，魅力のない，優雅さがな顕ぶ：．；9馨ゲ婁t’．’芝：

d＞・偉大な，力強い，・ちりぼけなj．無力な．1L・’4－，江言言。」、t’；，こ三』畷言』・・

　e）成熟した云未熟な，・お粗末な』曇、．r！l、，司鳶．ご智　　．　rt，犠　　t．　1・s

．’f）完壁な5光彩をはなっデ卓抜な・．∴㌧’・ll二・：・1’l　t．ttt”二；　rぷ㌧．

　　　　　　　　　　　　　　　（Prze2ycie》dziefo；・w磁o託1966「si・165－168）

　インガルデン、によれば美的価値は様々な美的価値質と、

形而上的質：　　’1－．1、だ・’T’、　一　’1：　　・”：　”t　　主

　　崇高な，悲劇的な，罪深い，恐ろしい，聖なる，悪魔的な

のポリフオぞ一である。1．．：・㌻、’・’一［・　　　「　’i’｛：・L，　：；）1　　．．　、一．

　ここにはプロセスにかかわりそうな時間的に重要な契機ないし時間質は見

あたらない。それはインガルデンが芸術作品の時間的契機や築層的契機は芸

術一般の特性梁な恒無関係的契機法し苦㎏鐙かc5で：あるG，むしろ美的価値質

や美的価値の客観性と主観性の論究に力を入ini”te。；・’　□i『’葺と1・：［一’；［：．l　T・
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　しかし，美的価値を考察するに当たって彼が享受者への働きの契機や情緒

的感情的契機を考慮｛しX，いる点は見逃せない。とすると時間作品はとりわけ

そうだが享受者の時間意識抜きで美的価値は考察できないはずである。

　確かにインガルデソは継起順序の芸術的ないし美的価値質と，Eて・「ダイナ

ミズム」を挙げているがそれ以上は言及していない。インガルデンは実在的

時間の三つの基本的存在形態一1）時間の中で持続する事物一’（家言石等），

2）出来事，事象（玉と玉の衝突等），3）プロセス（100　M競走，人の生涯

等）一を1『世界の存在をめぐる論争』（1945－46）で論究したが，価値論で

は時間質，時間価値についての考察はない。彼は音楽，映画において時間の

組織化について存在論的考察を行なうが，その「ダイナミズム」の内実には

言及していない。『文学作品の認識活動論』一’（1937）・で彼はζれまでに読んだ

箇所の時間遠近短縮（能動的記憶〉にっ■て触れるが爵読者の予持，期待，

予測の未来への時間意識には言及しでいない。むしろ読書論◎重点を美的態

度に移し，1），美的受容的，2）前美的反省的，’3）’後美的批評的の三つの読

解の段階的様態に力点をおいて研究している。文学作品の時間芸術作品とし

ての時間性に重点をおいた考察は後続の学者に残された課題となった。

　筆者は既に基本的な時間質を摘出したが，再度それらの特徴的性質を形容

詞で示せば以下となる。＾’「　　　・　　　・Z・　．一

1）時相質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　a）現在相的契機一今の，目下の，現世の，進行中の，現時点のレ現

　　下の……　　　　　　　　　　－　tt

　b）・過去相的契機一：’一一f一昔の，以前の，歴史的な，過ぎ去った，終了し

　　た，往時の・・一’一・・t－　　　　、　　　tt・t　　I’　・・’　i・il一二二’1・：－

　c）未来相的契機÷将来の，前途の，s・．来世の，主れから先の〆先物の

　　＿＿　　　　　　　：．　L－．・　・　t－．・・、　　　　　’；t　“一．巳≧三〆　t－

2）変化質一変わった宕あ奮章登勝い窪篶変の；・㌻変異蹴・・変革的，変貌
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　　へL・T　　　　v’　t、’・l　　　　J　11”3　・il；’　一　　戸：（．　F・1

1 ・3が速度質≡㊧ろのろした，遅い奔緩慢な，宴急速な貢加速的EthV；’拍車を

　　カ∫けヲe三・　’；’．．’；　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　1”tt　　　　　　　　　　　　　　　“

1　4）遠近質一ずっと昔の，彼方の，近未来の，ついさっき，すぐに，・先

　・の先の話……　　　　　　　　　　　　　　　、

　5）・間隔質一束の間の，一瞬の，、刹那的な，短期似、久しい「久遠の，

　　永遠の，無限の・・／■…

　6）単位質一一分の，一ヵ月の，一年の，一世代の，’1万年の，．一光年

　　の，時代の…島　一t　　　　　　　　　　　　：　　l　L，
4 7）周期質一反復ts）一一一　L巡の，円環的，習慣的，四季の，堂々め◇り，

　・往復の，t’輪廻の，1振り子的・・恒、・　　　　　　　　　　．　　＼・：

　8）1持続質．一〒停滞的，j同氾ま記長続き，足踏みの，定常的；慢性的，

　　平行的，飽和的・”e…　」　・∵＼　　．］　　　・　　・「　　、・　　’t、

、9）進捗質一捗る，順調に・いく潔擁牽く進む，：sう一まく運ぶ，手間取る，

　　もたもたする，遅れているヅ遅滞の蟹パ∨づ．パ：一已・言（　”，　．：　lt”　’t

10）継起質一前後の，先手の｝後手の，、連続的i継承的t，．線条的，離散

　　的ジ中断的……　　－　　　　　1－・ご．・、

11）方向質一生成的，建設的，進歩的，上昇的，発展的，螺旋的，r衰退

　　的，下降的，後退的，退歩的，逆行的，祖先返り，破壊的，エントロ

　　ピー的……

12）　緊急質一急場しのぎ，差し迫うた，応急の，せっぱ詰まった，焦眉

　　の，火急の，そのば限り……

13）適時質‘＝－ti間に合った，機会的，好機的，時宜を得た，転機到来の，

　　機運に乗って，好運の，臨機応変の……　　　　　　　’．

14）’時熟質一早熟の，早稲の，未熟の，早老の，完熟の，円熟的，晩熟

　　のジ晩成の，．時代遅れ…一／・・

迂5）．組織質÷鯖清機的，・協働的，「儲和的，。。．共属的t，相乗的，同期的，編成
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　的，統合的st脈絡的ト・・…，＝

16）層序質一重層的，地層的，雪だるま的，深層的，堆積的；階級的，

　進級的▲｝構築的，階梯的，累進的…－

17）展相÷一めりはりのある，梓つけた，起伏のある，山場のある，序破

　急のある，・起承転結の，力動的な；波動的な，旋律的な，緩急のある，

　波欄万丈の，のんべんだらり，だらだらした，ちぐはぐの，中途半端

　の，折り目切れ目のない，．坦々だる，一本調子の，いつ終わるともない

　上掲の美的価値質や美的価値と時間質や時間価値とには一見して共輌性が

ない。．しか七音楽」’映画，演劇，、バtz・“の時間芸術作品，さらにスポーツや

ゲーム，パフォーマンス等の時間作品は時間質，時間価値質，時間価値抜き

でそのプロセスの特性をおさえることはできない。時間的対象，プロセスを

特徴とする時間作品一・一’般には上に掲げた時間質s様々な時間質の選択と組立

が作り出す時間形態質，▼推移形態質；さらにそれらの継起的統合と’しての展

相を彩る時間価値がつきまとう。音楽のテンポ，リズム，メロディー，和声

的継起がそのプロセスを特徴づける有力な要因であるように，文学作品とて

時間芸術作品である以上，初位相から終位相までの推移位相のダイチミズム

が美的価値と無関係，とするわけにはいかない。それは文学作品のプロセスが

位相の基礎づけと意味の連関づけの継起性にその基盤をおいているからであ

る。文学作品は多声和音的にして継起性のある築層的言語形成体であり，従

って時間的価値が芸術的価値の有力な構成要因であり，またその「またの作

品」たる美的対象の美的価値の有力な構成要因である6作者トニマス．・ヤン

が『魔の山』の語り手をして’t「時間は人生の地盤であるのと同じ匙うに，物

語の地盤でもある」（575）と端的に表明越じ頃，；’物語の時間がいかなる電の

であるか明らカベにせしめただけでなぐ，汗魔の山金惹の蜷の⑳構成時間に

並々な、らぬ手腕を示したのである。マソが．Fi「魔の山否入門∫’で音楽のライ
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　t・／、　－　ltl　　　：ボーliI　参　…・　”’11’Ul，

トモチーフと対位法を文学的に採用しているとの以下の再度引用する告白は

そ⑳点淀見逃繊鳩重涯な発言である篭　．1｝言苧．J．・1　ご　　∵　．・〔ら

　「私に関していえば，私は自分を詩入の中における音楽家．と見なさなけれ

　ばな．りません。小説は，私には常に一つのシシフォニー，対位法の作品，

楽旨の織物でした。つまりそζでは理念が音楽上の動機の役割を演じてい

るのです。これまで折りにふれて一私自身述べたこ・とですが一．リヒァ

ルト・ヴァーグナーの芸術が私の創作上に及ぼした影響が指摘されてきま

したが，私は確かにこの影響を否定しません。とくに私は，ヴァーグナー

の例にならってライトモチーフの利用を物語の中に移しました。」（786，

　r「魔の山1入門］，下線は引用者）Z・：

　ライト」モチーフと対位法の文学への導入も文の位相の基礎づけと意味の連

関づけの継起性があればこそ成り立つものである。そこに自ずから流れが生

じ，・流れの形態質，L推移形態質に何らかの美質が，美事さが内在する6’先の

対比の軽妙さの基礎には変化の妙が潜んでいる’et物語筋・i（stO’ry）の変化碕語

、り手の機能の変化，・叙法の変化，テーマの変化，表現の変化，＾視点の変化の

文学上の変化については既に述べた。なかでも色々な叙法が展叙を組み立て

るが故に叙法の変化の妙は展観の美の核心となる6

　時間価値を美的価値に，”美的価値を時間価値に還元したり，また両者をそ

の他の価値に還元したりすることは価値論にとって不毛である。また音楽理

論を即座に時間作品論に適応するのも事柄の展開にとって非生産的である6．

それは独自性のある多様な作品をすべて手っとり早く一元化する手合いであ

る。　，　‘　　　　．　　　”一　　　　　　’

　ここで類を異にした価値間の親和・と競合，譜和と不調和，牽引．と反発，相

性とその悪さについて触れておくことが重要である。　　．　　　　二．．

　野球やサッカー，の試合，’将棋や囲碁の対局は時間的芸術作品といわぬまで

も時間作品と呼ぶにぶさわしい6そこにプロセスがあり，．展相があり，なに

がしかの時間価値があるからだ。㌢ところが競技者や対局者の最終目標は勝ち
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　　　　　　　　　　　　　時の病一「魔の山」一時の美（珊・完）（武井）

の価値である。敗北はその反価値とされる。勝敗の価値が試合や対局を駆動

している機関車といえる♂身体的技能，体力，意力，集中力，思考力，闘志

はスポーヅやゲームに不可欠な要素であり，・それらの優劣が勝敗の価値を決

定する。勝敗の価値の根本性格は敵対性，対峙性である。さらにそこに価値

高低や競技者の感情質が加味される。大勝，圧勝，完勝，快勝，辛勝，雪

辱，大敗，完敗，’惨敗，惜敗と1・った勝ち方や負け方の表現がそれを物語っ

ている。勝敗の価値は引き分けを嫌う。’中途半端を喧嘩両成敗を嫌・うC究極

的に結果価値としての勝ちを求める。’勝敗の価値め駆動性がプロセスをつく

りそこに力動性を生み出す。

　勝敗の価値そのものが純粋に追求された場合，プロセズの時間価値は影を

潜める。どんな勝ち方でも勝ちは勝ち，どんな負け方でも負けは負けであ

る。’その成り行きはどうでもよいことになる。ひいては山場のある，．めりは

りのある，拮抗性のあるプロセスの価値は評価の対象にならなぐなる。贔屓

の熱狂的ブァンはこうした勝敗の結果価値にのみ満足するCプロ’毛スより結

果が第一義的になる。．’

　スボーッなどでは規則に反した感情むき出しの試合運びとなることがめず

らしぐない。こうした勝敗の価値の至上性はその価値に不埼な性格を与え

る。一「汚い勝ち方」「泥試合」といった美的に否定的な価値質の評価表現が伴

う、。またさらに・「不公正な」「残酷な」「卑怯な」「入百長の」乏いった人格

的，倫理的に否定的な価値質の評価表現カミ付け加わるσ．それは勝敗の価値の

他の価値にたいする至上性がもたらす不将さである。’このことからしばしば

勝敗の価値は他の価値乏比べて下劣であるという見解が生まれるbその売め

その価値は尊ぶに値しないどざれこれまで価値の類型に数え入れられさえし

ていない。　．　　　　　㌧∴∵三孔一：・一＿・二膓の，・．／’i　－一…’そユ㌧バ．’；

　反面ジ勝敗の価値と美的価値が共に評価巷れるスボニツが獄立う6・プィギ

iV・’一スケートや新体操である。スキーのジャン吟・’飛び込みなどである。普

通，∫その評価に技能方と芸術的表現ガのゴ面が考濾さ丸る。’ま克タイムや飛
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　　　．　　　・罎　　1・1　iド…　　．n．”　i”“

距離で勝敗を競覧もの懸も試合のグロセ：ス；糟迦味蠕．競技を交互にさせた

り☆時間をボら，じて合計点で勝敗を決める工夫が凝らされる。勝敗の価値に

美的価値や時間的価値を盛り込むための計らいである。勝敗の価値追求が必

ずプロセスを生み出すため美的価値とよりも時間的価値との相性がよい。

’他方，名試合とか名局といった場合のもσはただ単に勝敗の価値に絞られ

ていないことを教えてくれる。見応えのある拮抗したPt．ipセスが注目され

る。勝敗の結果よりそうなbた成り行きが評価の対象となる。確かに勝敗は

究極的に追求されているがプロセスの力動性が求められる。例えば野球でい

うなら2，3点の得点の僅差で，投打走に美技があり，劇的な結末で終わる試

合である。、初回から大量得点で開きが大きいのは競技者にも観客にも緊張感

を与えないb始めから勝負がついていて残りの回はなきも同然となる。そこ

には技量の差が目立ち試合をいわば「面白く」、しないのである6「面白さ」

はこれまでの結果を残されている未来で変えることへの期待感にかかってい

る。それは進行中の現在が過去と未来の両方からの圧力によってポテンシャ

ルを高められるような試合である。常に未来に勝負が掛けられる♂技量相半

ばした競技者がそれを可能にする。そう噸た場合観客は競技者の’挙手一投

足に目が離せない。いわば「次の一球一打」に常鷹期待がかかる。逆転勝利

が球場を琳渦と化す。こうした場合プロセスの時間価値が勝敗の価値と相即

不離となる6・名試合とはどちらが勝って「も名試合なのである。こうした場合

勝敗の価値が単独に出現することはなく，他の類を異にした価値ど共に現出

して詣和する。「劇的な結末の」「綺麗な」「平凡な」「見事な」「つまちない」

「面白い」とかの肯定的ないし否定的な美的価値による価値評価が下る。

　しかし類を異にしたどの価値も他の価値と親和性をもD．とはかぎらない。

桂離宮の庭園や信貴山絵巻に勝敗の価値は無縁に近い。『魔の山』の小説に

おいてもそうだ。ここではむしろ美的価値と時間的価値の調和が問題とな

るポ、・∫ぞ．・三””1．．：”．，／．／fK．ジ　　tt　、・　　　一・　　　．・r・　－t’t＾㍉？　・

　スポ㌣ツ．やゲームでは勝敗の価値と時間的価値どは相性がいいゴ物語文学
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　　　　　　　　　　　　　　時の病L－『魔の山』一時の美（畑・完）（武井）

では美的価値と時間的価値とのポリヲォニー的詣和が活きる。プラトンは最

高のイデアを善＝美（kalokagathia）と考えた。美が善であり，善が美であ

り，≒方が他方抜きでは現出しないとされた。ここまでいかなくとも，つま

り類を異にしたある価値と他の価値が相互融合しないまでも，ポリフォニー

的調和は得られる。しかし，こうした問題は抽象的に論じても確たる確信カミ

もてないので，『魔の山』で速度質（テソポ）を事例に検討してみよう。

筆者が先に摘出した展相を除く時間質はそれとして常に時間的に価値的で

はない。また時間質はそれとして美的に価値的でもない。例えば速度質（テ

ンポ）が急速であることが時間的に価値肯定的なのか。例えば『魔の山』の

第一部では「ワルプルギスの夜」までのテンポは第二部と比べて二つの意味

で急速でない。一つはstoryの暦上のテンポが遅い。月日が大幅に進んで

いない。あの謝肉祭の夜の恋の爆発的告白劇は滞在，7ヵ月目である。それは

ハンス・カストルプのショーシャ夫人への奇妙な恋の熟成のテンポとからん

でいる。それはまた第五章の「永遠の現在」・の時間性格と密接不離である。

そのためStoryを運ぶ構成時間もテンポがそれほど速く一tない。，テンポの遅

さが時間的に価値的であり，でンス・ガストルプの永遠の現在感と調合して

いる。その点でテソポの遅さが構成上の美性となる。・

L、対して第二部は時間の遠近短縮叙法のため暦上のテソポは速い。そして構

成時間上のテンポも終結に近づくほど速い。それは変化質と久イアップして

いるδハンス・カストルプの「精神錬成」，魂の錬金術は第二部第六章に当て

られている。・特に40「精神錬成」ではナフタの生い立ちど，文明と病気に

ついてのナ；7タとセテムプリー二の激論があり，この見解を聞く立場に立つ

て「精神的錬成」を受けるのがハソス・カストルプである。それがほとんど

間接話法と思弁叙法で描かれている。それが．storyのテソ瀞を遅Cしてい

る。一夜にして魂の錬金術は成立しないわけだ♂聾じで第治章は情景叙法に

よる場景の変化が多彩であるがぺご式ル痴以Z◎登場と自殺，．ナ．7・タの自殺

は生々し．く叙景的に描かれている♂それが結総めテソポを速めている。テ
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2ポの速さが時間的に価値的であり，構成上の美的価値を高める6，l　all・．＆が遅

い⑳で：は締まザがづ）0≦癒1い。　一　　∵　1富三≧…　　S　S’　三，　　　・t　w；

　その他の時間質については時間質の摘出の際に触れだのでここでは再論し

ない。このように時間質ee　e＊一一一：・般に肯定的質と否定的質とがあるが肯定的質

だけが美的に調和するわけではない。それが時間的に価値的になるか否かは

展叙の機序と深くかかわる。そして読者の期待感や予期感の高まりとも関係

している。劇的な変化は続く変化の申でば劇的効果をもたらさない。空腹が

最大の料理人なのである。　　　’．・t・t　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’㌦．
　　　　　　　　　　　III）　「生きられる」時間、

　展観の時のその・「時」の性格が論題にされる最後の番である。’

　「面白い時」「楽しい時」‘「幸せな時」「感興の時」「美しい時」「充実した

時」といった一「時」はそれとして自足していて他のものに補ってもらうと

か，何かのたあの手段にするとかい⇔たものではない。将来ユヵ月間旅行す

るために有給休暇を貯めるfE－v・う類の預金的時間ではない。その時を「楽し

みにしている」というのは今楽しんでいるわけではない。時間はよぐ川の流

れにたとえられるがダムで堰止めて貯水できるのか。寝貯めや食い貯めがで

きないというのが生き物の特徴である。．それと同じように時間貯めもできな

い。時間を貯めるというときには時間をモソのよう］に表象している。モノば

時間の中で持続する。こうした時間をモン．的時間と呼称しておこう。後に言

及するが「時間潰し」にはこのモノ的時間のイ）《一ジがある6時間を時間と

して感じさせるのはやはり流れる時間である。展観の美は流れる時の美であ

る。．

　美は読者（観者〉の今の享受の対象であり，それ自体今め直観的体験そゐ

ものであり，時間的にも空間的にもT……のための」ものではない。次に来

るもののためとか，・これを土台にしてとかのものではない6味わい尽くせば

それでおじまいだ♂何かのたあを思っ’で食べるめ倭真⑳意味での美食ではな
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　　　　　　　　　　　　　　時の病一「魔の山』一時の美（皿・完）（武井）

い。「健康のため」’などの思念はその味わいを損なう。何かそれ以上の体験

を求めての体験ば美的体験には通用しない。交換価値のいきつく果ては使用

価値であ坑使用価値は交換価値のためにはない。’交換価値は貯蓄がきくが

使用価値は消費だ。展観の美の時は使用価値と同じ性格をもつ。それを味わ

っているその時が本当に一「うまい」のであればそれに理屈を加味する必要は

何らないぶ回遊式庭園を散策してその景観美に打たれ魅了されて時間が流れ

ているなら，それは「展観の美」の享受の時である。それを学術的態度の眼

で見るときはもう味が薄れる。理屈を加味しなければ味が出ないようでは名

料理ではない。回遊式庭園は展観の時を供すればそれでよい。観者はそれを

鑑賞して味わえばそれでよい。．それ以上のことを求める必要はない。芸術作

品としての庭（W）・は観者に美的対象一（W’）を樹立構成ぜしめるための道

具であるが，’美的対象（Wり『ばもはや道具ではないb・・このこ，どはただちに

受動的享受とつながらない。料理の享受はかなり一受動的泣いぜい薬味や調

味料ぐらいしか加味できないが，読書には能動性が要求されるb読書とは美

的な時の体験である。

　ここで体験という言葉に触れておこう。

　ドイツ語の，erleben（体験する）はleberi（生きる）から派生して：い1る。

生々しく生きることが体験のいわれである。Dichtung　erlebenどいえば詩

を味わうの意味である。ニポーラソド語のprze勾cie．（erleben）も2y6（＝leL

ben＞の派生語である。日本語の「体験する」，は「生きる」がら語源上派生

していない。「体験」の「体」は身体であり，・「験」はあ・る結果の現われ

（証）であり，自分の身体上の何かの顕現（証われ）の意味となる。干生き」

は「息」と同源とされXい・る。英語の・leXperienCeとliVeも語源上しっく一

りしない。・　　　　　　一’・　：∴．1－　t「ミ，　　　　　“”－r　　　・　　　　1’・∫　・ら

　「生ぎる」の語に視点を移ぞうδ諏生きる」、は，r活きる」であり三「生活」

はこの両者の抱き合わせであ惹も温黍羅Ω遍塞き逗歪活違翻上一段自動

詞」「生かす’（活かす）五段他動詞鹸から己陸蓬転躰麹・F生かされる」‘・の
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表現が生まれそ塗∂旨は微妙なニュアンスがあるよ「人生を生きる」．ぱ欧文翻

訳調とされる力無，能動性が出ている。「生か：される」「にば受身の意味がある。

「生きら舵箔ヨ轍助動詞がついて文法上，自発可能の意味が生まれる♂「生

きられる」には微妙な意味合いがある。「あんな環境の悪いところでは生き

ようと思ってもとても生きられない」という表現で分かるように生活主体と

外的対象とのある関係が表明されているビつまり，主体の能動の作用と外的

対象の作用のアンバランスが表現されている。ここで美的「体験」において

「生きられる」の用語を使いたいのである。

　翻って日本浄土経の宗教用語にf他力」「自力」。：がある。’「自力⊥は聖道門

の教えで難行によって自ら悟りを開き成仏するを主眼とする。禅宗などがそ

れである。「他力」は弥陀が自らの本願にようて救いの手をさしのぺ，「南無

阿弥陀仏」を称名すれば衆生は浄圭に往生できるとされる。親鷲め説いた浄

土真宗の易行の教・えである。どう’も：二「生きられる」ばこうした1「他力」と

「自力」の相寄ったところに成立する響きをもつ。「……を生きる」の能動で

も「……によって生かされる」の受動でもないいわば相半ばした境位の

「生」である。

　読者は作品という他力を受けているのであり，専ら無手勝流に独り瞑想に

耽っているのではない’。一、、しかし読者が能動的に作品を読解しないζとには他

力を受けることはできない。既に「読書の魔境」で説明したように「またの

作品」は作品側からの所与と読者側からの付与によって構成されるものであ

る6i読者は独り自力で「w…を生きる」のでもなく，・作品の他力によって

「生かされる」のでもない。1芸術作品（W）『は然るべく構成されていて然る

べき芸術的作用力をもっている。’しかし，．読者が作品の「他力」のままに作

品をなぞっているのではない。自ら能動的に読みとり読み込みながら「また

の作品（W）」．を樹立構成して美的に直観しているのである。この直接体験

が「生きられる：」，矯ある。筆者が「読書の魔境」の図9で志向的対象（W9

を作品と読者との間に宙ぶらりんに入れ旋⑳祖1をの意味を込めてである6’
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「生きられる」という・自発性は強力な能動性でもないし，「生かされる」とい

う強力な受動性でもない。「・・…・を生きる」でも「生かされる」でもない体

験が「生きられる」で芸術作品と読者の相互の力関係を巧みに表現してい

る。

　「またの作品」（W’）には作品（W）におけるような読者に対峙ないし対

置した対象的性格がなく，いわば意識主体との距離が弱い6’一．つまり，現象学

の用語を用いるなら，言語作品（W）は意識主体に強く超越しているのに

たいして「またの作品（W’）」は意識主体に弱く超越．しているのである。し

かしそれとの距離は皆無ではない。「またの作品」は意識の志向的対象とし

て意識主体からの構成作用と直観作用を受ける対象である。それは丁度，夢

において夢を見る「私」とその夢の中に立ち現われるもう一人の「私」・との

距離に似ている。見る．「私」，と見られる「私」志には弱く超越した距離があ

る。そうした弱ぐ超越した距離の対象の直観il；・t「生きられる」という生のあ

り方である。　　　　　、　…、パ・パ／・・、

　展観の時のその「時」はこうした「生きられる」時間である。こうしだ

「生きられる」時間をフッサールのいう時間の内的意識の把持くRetention）

や予持（Protention）に還元するのでは展観の美の「時」は成立しない。把持

や予持の時間意識は美そのものではないからだ。作品の構成時間が美的価値

と時間的価値のポリフォニー的調和を芸術的に生み出していなければ，読者

は美的時間性を享受でぎない，従ってそこに「生きられない」。「生きられ

る」とはあるはり間を生きることである。そのはり間が美的時間性に彩られ

ていなければ味もそっけもない。それは実在的実践的な日常的時間には還元

すべくもない神妙な時間といってよい。時の美を味わ6ている魅惑の1「時」’

である。既に‘「時の錬金術と文学的虚構時間」で述べたようにゾロ㊦バはこ

の現実的世界に存在しない夢幻的な時間を志向的に創造でき、るのである。庭

園は実在的時空に強く縛られ蓬じ・る。c・草黍㊧色彩や樹形は四季めうつろいに

左右される。どの季節とどの時刻に散策す澄力≦が展観の美のtt「時」を輝いた
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ものにもするb：観者の法¢糠の体調竃抜きがたい☆虚構的時間ぱゴトバにし

ばちれているが奄咳と自由度が大きい。汀・説は好きな場所で好き：な時に読ん

でよい「内的」ミ演奏である。小説は読者を待ちているのである。1コトバは人

がそれによって「生きられる」美的時間を創出するのである。

　これと対峙的な時は「時間潰し」である。

　r日本語の「時間潰し」の丁時間」にはモノの表象があり，そめ時間は人に

立ちはだかる邪魔「物」か無用の長「物」として映り，潰されるか細切れに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てニめん
される。この時間は「待ち時間」．や退屈で凌ぎにくい時間に観面に現われ

る。．約束時間までのわずかの時間がいかに邪魔扱い’され長引、くか誰しも経験

している。日本語のF時間潰し」は外国語の‘fk・ill　t㎞e”i，“t6ten・die－Zeit！’，

“ture　le　temps”，“zabja6、　czas’1（「時間殺し」）・に相当しよう。・多少のニュアン

スの違いがあるが厄介物扱いの切り捨て御免のものである。それはモノ的時

間である。，・モノ扱いさせる時間はも・と屯と時間的でない時間である。モノの

特性は空間性であるからだ。モノ的時間はイソガルデンの先に挙げた時間の

類別によると1）の甲時間のなかで持続する事物」のカテゴリーに入ろう。

時間らしい時間は3＞のプロゼスである。時間の時間たる最たる特性は推移

経過であるからだ。『魔の山』の語り手が語るように，「消化されない食物が

人間を強くすることができないと同様に，・ただ待つことだげに費やされた時

間は，人間に歳をとらせないともいえるb」（264，30「百科辞典」）”「待ち時間」

は消化しにく’い下痢を起こす時間なのだ。・その時間は有効に活かされない時

間，．生きない時間である。別言すれぼ．「生きられない」時間であるe’・

・時間を殺すのでなく，・「生きられる時間」を創造すること一これが時間

芸術作品の究極目標である。　　　　　　一　　　・≡　『　◆’

、よく夢中になった時間，感興に打たれた時間，魅せられた時間ば「楽しい

“時’（ひととき）’」　i；一という表現をとる。「ひととき」は退屈で長たらしい時間

と対照的な表現であるe’t・裳た亜時間を忘れさせる」・という表現が用いられる

が，9その「時間1・とは時計の時間のこどを指しでいる6ごの三つの表現は展
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観の時の「時」の性格を表現している。この「時」にあっては時計の物理的

時間は内部に包みこまれ表面にその顔を出さない。表面を覆うのは軽やかな

美的時間である。その軽やかさは意識の軽やかさである。それが故に展気楼

のような危うさとはかなさだ。モノ的時間は持続性をたもてるが，コト的時

間は過ぎ去るしかない。美的時間ははかない。

　時間意識が活性化し，記憶や把持としての過去は現在に，期待や予持とし

ての未来は現在に，直観や想像としての現在は現在に流れ込み，過去を過去

とせず，未来を未来とせず現在の意識のポテンシャルが高められ，「あらゆ

る瞬間に，完全に現在の姿にし，魔術的な今立っている（nunc　stans）状態を

作り出す試みによって，時を止揚する」（787，r『魔の山』入門」）ことによっ

て，まさしく「ひととき」となるのである。美しい「永遠のひととき」とな

るのである。それが「生きられる一時」となる。真に美しけれぽ「ひととき

の永遠」となる。

　それは時の病を癒す「生きられる」時間の妙境だ。
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